
 

 

 

 
 

作業療法と移動機器・座位保持装置 

本声明の位置づけ 

 自由な移動と環境へのアクセスのしやすさは、人々に与えられる基本的人権である。移動に困

難を有している人々は、移動機器・座位保持装置によって各々の環境へのアクセスおよび日常の

作業活動への参加が容易になる。 

 世界作業療法士連盟（WFOT）は、今ある最良のエビデンスに基づいて作成されたガイドライン

に則って、移動機器を必要とする人々に対して質の高いサービスへのアクセスを支援する。作業

療法士は作業療法サービスの提供を通じて対象者個人・家族・介護者の自律性と役割を尊重する。

適切、かつ手頃な価格の移動機器・座位保持装置の利用を促進することで、作業療法士は対象者

の生産性を高め、対象者自身が自身の可能性を信じ、レジャー活動を楽しみ、社会・文化環境へ

の参加を支援することができる。  

 

作業療法に対するこの見解の重要性 

 作業療法士は包括的な移動機器・座位保持装置に関して、対象者個人のニーズが多様であるこ

とを理解したうえで、総合的なサービス提供を行うための専門知識を有している。 

 作業療法士は持続可能かつ包括的なクライアント・センタード・アプローチを行うことで、対

象者個人の経歴、優先順位、ニーズ、職業、そして環境に最も適した機器を検討することができ

る。 

 作業療法士は様々な場面、例えば対象者の自宅、リハビリテーション施設、地域環境などで

移動機器・座位保持装置サービスを提供している。作業療法士としての役割は以下に限定され

るわけではないが、主に１）アセスメントの実施、２）ポジショニングと姿勢保持、褥瘡ケア、

機能維持、安全管理などの対象者個人のニーズ確認、３）アクセス改善に向けた機器調整およ

び環境調整、４）安全かつ効果的な利用のための対象者と介護者への教育、がある。 

 

社会に対するこの見解の重要性 

 作業療法士は、対象者が対象者個人さらには社会にとって意味ある作業に取り組む価値を理

解している。世界には移動に何らかの困難を抱え移動機器・座位保持装置を必要としている

人々が 7,000 万人以上いると言われている。しかしながらこれらの人々のわずか 5～15％しか、

適切な移動機器を活用できていない。WFOTは、高品質の機器の提供にあたっては、より多くの

専門技術を有した専門家の必要性を認識している。調査によると、養成教育段階での移動機器

や座位保持装置に関する教育は利用者と介護者にとってもメリットがあることが示されている。 

 

結論 

 作業療法士は「作業を可能にする」専門家であり、移動機器・座位保持装置を必要としてい

る人々のニーズの解決、およびこれらの人々を代弁できる立場にいる。WFOTは、人々が自立し

て、安全に、適切に、自由に環境にアクセスできるように、さらには作業療法の遂行と満足度

の向上を実現するために、生涯教育および今ある最良のエビデンスの適用を推奨する。 
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